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熟練の情報科教師が作成した教材を対象に，「翻案」過程においてどのような知識が関係しているの

かを考察した．今回対象とした教材における「翻案」過程においては，「生活との結びつきについての

知識」などが関係している可能性があった．また，「翻案」過程における準備や選択の行程と，生徒の

特徴に対する適応と仕立ての行程において，関係する知識が異なる可能性が示された．  

 

１．研究の背景 

これまで，情報科の専任教師の不足が明らかに

されており(中山ほか 2018(1)など)，先行研究では

情報科教師の充足を図るために，大学での教員養

成や教育委員会等での研修の充実を目指すことが

提案されている．現在は情報科教師を対象とした

研修が様々なところで実施されていたり，情報科

教育に関する情報（例えば，文部科学省の「高等

学校情報科に関する特設ページ」など）が提供さ

れていたりしている． 

 このような取り組みは，情報科教師の専門的成

長の一因として捉えることができる．情報科教師

は，様々な研修に参加したり同僚とかかわったり

しながら，自身の専門性の向上に努めていると考

えられる．一方，このとき課題として挙げられる

のは，情報科教師の専門性とは何かが不明瞭であ

ることである．情報科教師の専門性が明示されな

い場合，目指すことが望ましい情報科教師像が見

出せず，研修などの取り組みが充実しない可能性

がある．情報科教師における専門性とは何かを検

討することで，情報科教師の専門的成長の貢献に

寄与できる可能性がある． 

 各教科の教師における専門性の一側面は，教師

の「翻案」(transformation)の特徴に見出すこと

ができる．「翻案」は，Shulman(1987) (2)が示した

教師の学習過程である「教育的推論と行為」にお

ける一つの側面である．磯﨑ほか(2007 p.199) (3)

では，「翻案」を「学習者の特性や発達段階などの

観点から，教授学習内容を構造化し，それと照ら

し合わせて教材を吟味し，誤りを見つけて訂正し，

教材を作成する．また，教えたい概念を学習者の

既有知識や経験と関連させて理解させるために類

推や例などを考案する」ことであると述べている．

「翻案」は複数のプロセスから組み合わされてお

り準備(preparation)，表現(representation)，選

択(selection)，生徒の特徴に対する適応と仕立て

(adaptation and tailoring)という 4 つの要素か

ら構成されている(Shulman 1987) (2)．さらに「翻

案」は教師が有する知識と関係し，例えば，「内容

に関する知識」や「教育方法に関する知識」に支

えられていると Shulman は記述している(八田 

2010) (4)． 

 このような背景をもとに，これまで各教科にお

いて教師の「翻案」の特徴が検討されてきた．例

えば理科(磯﨑ほか 2007) (2)や家庭科(磯﨑 2016) 

(5)の先行研究では，若手教師と熟練教師を比較し

て，「翻案」過程において有している知識の違いを

明らかにし，熟練教師が有している様々な知識が，

「翻案」過程において発揮される可能性があるこ

とが示唆された．情報科においても，熟練教師は

自身が有している様々な知識をもとに，「翻案」を

通して教材等を作成していると考えられる． 

 

２．研究の目的 

本研究では，情報科の熟練教師の「翻案」過程

において，どのような知識が関係しているのかを

明らかにする．このことを通して，情報科教師の

「翻案」の特徴の一側面を見出す． 

 

３．研究の手続き 

3.1 熟練の情報科教師が有する知識 

本研究では，これまで情報科の教科書を編集し

たり，学会等で情報科の実践を発表したりしてき

た教師を，熟練の情報科教師とみなす．この枠組

みに沿って，熟練の情報科教師 8 名にインタビュ

ー調査を実施した．そして，インタビューデータ

を分析し，情報科教師が有している，情報科の「授

業についての知識」として 10 種程度の知識(「問

題解決についての知識」や「生活との結びつきに

ついての知識」，「意識しないことについての知識」

など)を明らかにした．これらの知識のうちどのよ

うな知識が「翻案」過程と関係しているのかを考
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察する． 

 

3.2 本研究が対象とする情報科教師と教材 

本研究では公立の高等学校に勤めている熟練の

情報科教師 1 名を対象とし，その教師が作成した

教材を，分析した． 

また，情報デザインと著作権の分野の内容を融

合した単元を扱った教材を対象とした．複数の学

習内容を合わせて 1 つの単元として，それを扱っ

た教材を対象とすることで，「翻案」過程において

関係する様々な知識が見出せると判断したため，

この単元の教材を分析対象とした． 

本研究ではその教材をもとに実施された授業を

観察した上で，その教材を作成する過程において

(つまり「翻案」過程において)，どのような知識が

関係しているのかを考察した．教材の構成につい

て詳細を表 1 に示す． 

 

４．結果と考察 

今回対象とした教材における「翻案」過程にお

いては，その教師が有する信念や教科内容の知識

以外に，「生活との結びつきについての知識」や「生

徒の興味についての知識」などが関係している可

能性があった．また，「翻案」過程における準備や

選択の行程と，生徒の特徴に対する適応と仕立て

の行程において，関係する知識が異なる可能性が

示された． 
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表１ 教材の構成 

第

1

回 

①問い「情報とは何か」について，自身の

意見を記入する．【自由記述欄】 

②①の問いに対する他者の意見を記入す

る．その後，①で記入した自身の記述を修

正する．【自由記述欄】 

③情報デザインの定義についての説明を

読み，理解する．【用語の穴埋め】 

④車椅子のマークやサッカーのピクトグ

ラムと示し，問い「これらはデザインかア

ートか．デザインとして存在するための条

件とは何か」について，自身の意見を記入

する．【自由記述欄】 

⑤②と同様の流れに沿って，自身の記述を

修正する．【自由記述欄】 

⑥デザインとアートの違いについての説

明を読み，理解する．【用語の穴埋め】 

⑦「細く丸い口のゴミ箱」を示し，このゴ

ミ箱のデザインの意図について，自身の意

見を記入する．【自由記述欄】 

⑧問い「四角いフライパンがなぜ多く販売

されるようになったのか」について，自身

の意見を記入する．【自由記述欄】 

⑨知的財産権やこれに関係する権利につ

いての説明を読み，理解する．【用語の穴

埋め】 

⑩問い「①で示したフライパンの形のアイ

デアをどのように保護できるのか」につい

て，自身の意見を記入する．【自由記述欄】 

第

2 

・ 

3

回 

①ペイントソフトを使用した「新たな特

許・実用新案につながるデザインやアイデ

アを図示（文字情報不可）する活動」に取

り組む． 

②ピクセルや識別子などの用語の説明を

読み，理解する．【用語の穴埋め】 

③40秒程度で①の成果を発表する原稿を

作成する．【自由記述欄】 

第

4

回 

①一人ずつ，作成した原稿をもとに，デザ

インやアイデアを発表する． 

②「最も感銘を受けたデザインの作者」を

1名選定し，その選出理由を記入する．【自

由記述欄】 

③発表やそれに向けた自身の取組の姿勢

についての評価および反省を，記述する．

【自由記述欄】 

 

付記 

 本研究は，カシオ科学振興財団第 40 回研究助成

の支援を受けて行われました． 
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